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専門用語コレ・モカモ

クリックした
語で

さらに連想

Ｗｅｂcat Plus 
Minus にリンク

①
フレーズ

入力

②
学術文分野
（図書館）
セレクト

③
クリック

https://mbc.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/Colle-mokamo/  にて実験サービス中



専門用語コレ・モカモの３つのねらい

•研究・学習者向けの検索補助

サービス

•関連語提示手法のひとつの提案

研究

•図書館の蔵書構築をフォーカス

図書館業界



制約を逆にヒントにする
自作の関連語提示フレームワークを、ＯＰＡＣ
検索ログから大学の学部図書館室の蔵書コレ
クションに換えただけ

検索ログ利用の利用許諾が簡単ではない

図書館システムリプレイスにより、図書館職
員が図書館所蔵データを入手可に

外的要因が
理由として
大きいが…

本質的に重要なのは、ドメインに特化したコーパスを使うこと

東京大学OPACにはすでに東京大学蔵書
を元にしたキーワード補完機能がある



検索ログとコレクション情報の違いを考える

検索ログ検索ログ検索ログ検索ログ コレクション情報コレクション情報コレクション情報コレクション情報

利用の実態に即している

図書館の図書選定力が問われる

利用者のニーズを拾いやすい

重みづけが働きやすい 各図書はすべて等価



基本はWEBCAT PLUSの連想ワード

書誌情報から得た
「連想ワード」



GETA（連想検索）による関連語の不満
と
言選WEBによる解消

�専門用語は複合語となることが多い
�言選Web（専門用語自動抽出システム）を
カスタマイズし、複合語と形態素の双方を出
力する

�複合語の重みづけを強くする

GETAの関連語は形態素
（語の最小単位）で示される

しかし！



インターフェイスをみる（１）
～機能を絞る～

連想検索のパラメータ指定も可能にできるが、あえてオミット



シンプルな操作

語をクリッ
クすると、
その後で
さらに連想

Ｗｅｂcat Plus 
Minus にリンク
（ゼロ件ヒットなし
東大限定のツー
ルにしない）



インターフェイスをみる（２）
～項目の並び順～

主観だが、
近い学術分野を
近くに配置



次回予告

�「言選Web」を使った選書補
助用キーワードリストの作成


